
シ」



忠
"
で


古
A
F

体
国


東四国国体では、正式競技の

ライフル射撃(ビームライフル-

ビームピストjレ〉とデモンス卜

レーションとしてのスポーツ行

事� (略してデモスポ行事〉の家

庭婦人バレーボールが開催され

ます。

この家庭婦人バレーボールは、

審判は女性がするため毎週審判

講習会を聞き、研修しています。� 

⑩⑧⑨ 
⑨⑧ 

(世帯数) 1，993戸 (人口)男3，611人女3，886人計7，497人(平成5年� 2月末日現在) 

(出生)男2女2計4 死亡)男3 女5計8 転入)男5女6 計11 転出)男6 女3 計9

広報かつうら� 4月号第274号平 成5年4月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL (08854)2-2511 (代)FAX2-3028 
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一改止と新規事業 * 


l

....

⑨
⑧
⑨
⑧

l

l

.

E

l

〆ー

回

老
人
ホ
�
 ム
等
入
所
の
権
限
が

県
か
ら
町
ヘ
移
譲
さ
れ
ま
す

平
成
五
年
四
月
か
ら
法
改
正
に
伴
い
、
従
来
県
段

階
で
入
所
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
た
特
別
養
護

・
養

護
老
人
ホ

l
ム
並
び
に
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

へ
の
入
所
措
置
が
、
町
段
階
で
決
定
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
の
補
装
具
の
給
付
、
更
生
医


療
の
給
付
も
同
様
に
町
で
決
定
さ
れ
ま
す
。


こ
れ
ら
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
福
祉
が
よ
り
一
層
、

地
域
住
民
に
身
近
な
も
の
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
�
 

特別養護老人ホーム喜楽苑 デイサービスセンターオレンジ荘� 

-
特
別
養
護
老
人
ホ
 

ム

六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ

っ
て
、
身
体
上
ま
た
は
精

神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の
介
護
を
必

要
と
し
、
か
つ
、
居
宅
に
お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
者
を
入
所
さ
せ
て
、
養
護
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
入
所
施
設
。

-
養
護
老
人
ホ
 

ム

六
十
五
歳
以
上
の
者
で
あ

っ
て
、
身
体
上
、
精
神

上
ま
た
は
環
境
上
の
理
由
及
び
経
済
的
理
由
に
よ
り
、

居
宅
に
お
い
て
養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
者
を

入
所
さ
せ
て
、
養
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
入
所

施
設
。

-
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設

身
体
障
害
者
の
更
生
を
援
助
し
、
必
要
な
保
護
を

行
う
施
設
の
総
称
。
身
体
障
害
者
更
生
施
設
、
身
体

障
害
者
療
護
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
、
身

体
障
害
者
授
産
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

補
装
具
製
作
施
設
及
び
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施

設
の
七
種
の
施
設
が
あ
る
。

-
補
装
具
の
給
付

身
体
障
害
者
の
身
体
の
一
部
の
欠
損
ま
た
は
機
能

の
障
害
を
補
い
、
日
常
生
活
や
職
業
生
活
を
容
易
に


す
る
た
め
用
い
ら
れ
る
器
具
の
総
称
。
義
肢
、
装
具
、


座
位
保
持
装
置
、
盲
人
安
全
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
、


点
字
器
、
補
聴
器
、
車
い
す
、
歩
行
器
、
収
尿
器
な


ど
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
か
ら
申
請
が
あ

っ
た
と
き


は
、
補
装
具
の
購
入
ま
た
は
修
理
に
要
す
る
費
用
を


支
給
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
(
所
得
に
応
じ
費
用
の


一
部
自
己
負
担
が
あ
る
。)� 

-
更
生
医
療
の
給
付

身
体
障
害
者
の
更
生
の
た
め
に
行
わ
れ
る
医
療
を

い
う
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
で
、

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
の
判
定
に
よ
り
医
療
が
必

要
と
認
め
ら
れ
た
者
を
対
象
に
指
定
�
 (更
生
)
医
療

機
関
で
行
わ
れ
、
そ
の
給
付
内
容
は
、
①
診
察
、
�
 ②

薬
剤
ま
た
は
治
療
材
料
の
支
給
、
③
医
学
的
処
置
、

手
術
及
び
そ
の
他
の
治
療
並
び
に
施
術
、
④
病
院
ま

た
は
診
療
所
へ
の
収
容
、
⑤
看
護
、
⑥
移
送
、
で
あ

る
。
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
負
担
能
力
に

応
じ
、
費
用
の
一
部
自
己
負
担
が
あ
る
。

ホ
�
 ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を


受
け
ら
れ
て
い
る
方
・
受
け
よ
う


と
す
る
方
ヘ


ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
方
々
か


ら
、
所
得
に
応
じ
て
手
数
料
を
徴
収
す
る
金
額
が
、


平
成
五
年
四
月
か
ら
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。


な
お
、
従
来
ど
お
り
低
所
得
の
方
は
無
料
で
す
。

利
用
者
負
担
額
は
、
次
の
費
用
負
担
基
準
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

MUS04
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MUS04
テキストボックス
用語解説

MUS04
テキストボックス
ホームヘルプｻｰﾋﾞｽを受けられている方　受けようとする方へ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



巨主吋立花ω 斗

* 


2
、
在
宅
で
の
介
護
に
関
す
る
各
種
の
相
談
に
対
し
、

電
話
相
談
、
面
接
相
談
を
行
い
ま
す
。 

3
、
地
域
の
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
方
や
そ
の
他

家
族
の
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
手

続
の
便
宜
を
図
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
の
調

整
を
行
い
ま
す
。 

4
、
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
方
な
ど
を
抱
え
る
家

族
か
ら
の
相
談
や
地
域
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
か

ら
の
連
絡
を
受
け
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
方
に
対
し
、

個
別
訪
問
に
よ
り
在
宅
介
護
の
方
法
等
に
つ
い
て

指
導
と
助
言
を
行
い
ま
す
。 

5
、
利
用
対
象
者
の
身
体
状
況
を
踏
ま
え
た
介
護
機

器
の
紹
介
、
選
定
及
び
具
体
的
な
使
用
方
法
に
つ

い
て
の
相
談
と
助
言
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
福
祉
情
報
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
役
場

住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

勝
浦
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
二
十
四
時

利用者世帯の階層区分
利用者負担額� 

(la寺間当たり) 

A 
生活保護法による被保護世帯� 

(単給世帯含む) 
O円� 

B 生計中心者が前年所得非課税世帯� O 

C 
生計中心者の前年所得税課税年額が� 

10，000円以下の世帯� 
250 

D 
生計中心者の前年所得税課税年額が� 

10，001円以上30，000円以下の世帯� 
400 

E 
生計中心者の前年所得税課税年額が� 

30，001円以上80，000円以下の世帯� 
650 

F 
生計中心者の前年所得税課税年額が� 

80，001円以上� 140，000円以下の世帯� 
800 

G 
生計中心者の前年所得税課税年額が� 

140，001円以上の世帯
860 

企
利
用
料
は
・
・
・
・・

o

E

l

l

J 


・
無
料
で
す

開
設
の
場
所
は
:
・

A
高
齢
者
の
在
宅
で
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
保

制 度一
 

健

・
医
療

・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
最
も
望
ま
し
い
か
を
調
整
す
る
役
割
を
果
た

す
機
関
で
す
。

企
利
用
対
象
者
は
・・・.

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
で
あ

っ
て
、
身
体

が
虚
弱
ま
た
は
ね
た
き
り
若
し
く
は
痴
呆
等
の
た
め
、

日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
方
ま
た
は
、
こ

れ
ら
の
方
を
抱
え
る
家
族
等
で
す
。

企
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
・
:
・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

介
護
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

企
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
:
:
:

ひ
と
り
暮
ら
し
ゃ
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
い
る
家

庭
を
ホ 

ム
ヘ
ル
パ 

が
訪
問
。
身
の
回
り
の
お
世

話
の
ほ
か
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

〈サ
ー
ビ
ス
内
容
〉

-
介
護
の
お
世
話
:
:
:
食
事
、
排
せ
っ
、
入
浴
、
着

が
え
、
か
ら
だ
の
清
拭
、
洗
髪
、
通
院
の
付
き
添

い
な
ど
。

-
家
事
の
お
世
話
:
:
:
調


理
、
洗
濯
、
掃
除
、

買


い
物
な
ど
。


-
相
談

・
助
言
:
:
: 
(
こ

の
場
合
は
無
料
で
す
) 

間
体
制
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

A
相
談
指
導
者
は
・
.

二
名
の
専
門
職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ソ

ー
シ
ヤ
ル
ワ

l
カ
l 
(専
門
的
な
知
識

・
技
術
を
有

し
て
社
会
福
祉
援
助
を
行
う
専
門
職
)
に
よ
る
生
活

の
相
談

・
援
助
、
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

介
護
福
祉
士
(
国
家
資
格
を
も
っ
介
護
の
専
門
職
)

に
よ
る
具
体
的
な
介
護
の
方
法
に

つ
い
て
の
指
導
を

行
い
ま
す
。

企
事
業
の
主
な
内
容
は
:
:
:

ー
、
地
域
の
介
護
を
要
す
る
お
年
寄
り
の
実
態
の
把

握
及
び
各
種
の
公
的
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
広
報

と
そ
の
積
極
的
な
利
用
に
つ
い
て
の
啓
発
を
行
い

ま
す
。 

回
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門
学
校

背
山
寮
落
成

勝
浦
町
が
、
昨
年
か
ら

進
め
て
い
た
公
私
協
力
方

式
に
よ
る
学
校
法
人
の
設

置
と
、
理
学
療
法
士
及
び

作
業
療
法
士
の
養
成
施
設
、

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

及
び
鹿
背
山
寮
(
学
生
寮
)

が
完
成
し
、
落
成
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た 

Q

今
後
、
二
十

一
世
紀
に

向
け
た
高
齢
化
社
会
の
対

V

応
と
地
域
福
祉
の
充
実
、

若
者
の
定
着
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

』 

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

松

崎

正

博

様

沢
村
ハ
ル
エ
様

峯

公

子

様

新
居
美
代
子
様

松
田
千
恵
子
様

吉

守

節

子

様

石
尾
美
恵
子
様

大

西

富

子

様

岡
本
美
智
子
様

中
陽
マ
チ
子
様

入

国

広

美

様

二

木

弘

子

様

大

島

裕

子

様

多
額
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

棚

野

石

原

坂

本
中

山

中

山

掛

谷
久

国

与
川
内

相

原

亨

様

森

健

様

美

馬

彰

様

田

上

成

信

様

田
上
ミ
ツ
ギ
様

坪

井

晴

美

様

近
藤
ト
ヨ
ミ
様

坂

口

文

子

様

山小掛与中生坂坂久掛小小徳
払 川 松松島

島 島 士
西市谷内角名 本本国谷市市市

4

司
勝
浦
学
園
腹
背
山
寮

v

2 

』

F JIlI温室第• 

落
成
式

袈凪加工室

〈勝浦学園鹿背山寮〉

・構 造鉄骨造 2階建 3 

・延床面積� 1，323.34m' F 慣舵馴鯛草� 

・事業費�  255，179千円� 

時[111I1]丁IIIIIl 
2 

F 

中

山

倉

坪

徹

様

徳
島
市

尾
原
美
恵
子
様

徳
島
市

側
阿
波
銀
行
様

徳
島
市

側
徳
島
銀
行
様

横
浜
市

西
尾
ウ
メ
子
様

西
尾
ハ
ル
エ
様

以
上
の
方
か
ら
、
勝
浦
町

の
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
徳

島
医
療
福
祉
専
門
学
校
の
運

営
に
と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
寄
付
に
対
し
感

謝
い
た
し
ま
す
。 〈徳島医療福祉専門学校〉

・構 造鉄筋コンクリート� 3階建

・延床面積� 2，925.47m' 

・事業費�  826，332千円

l 

F 

• 


回

MUS04
テキストボックス
徳島医療福祉専門学校　勝浦学園　鹿背山寮落成

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



夜間救急当番表� 

;勝浦町職員(労務職)の募集;
 

i 出請町申 ま員設で却で�  j 
し求役しごすを関す施新現�  

; ての場込希�  
くう総み望

0 募係が設し在
集の、をい、�  ! 

i だえ務用の い従そ建ご奥
さ、課紙方 た事の設み立
い提へをは し職施中燃川�  

a; ;ff: ~ ~一月 1一献上応募資格�  
40歳未満の男子� 

I採用予定人数|若干名�  I 

$lß/j.~1tJt~FI3'一月 1 日附ら申し込み受付期間
平成 5年4月15日休)の午後5時まで

4月 2日 上勝 診 療 所 �  6-0302 

4月④日 勝浦病院�  2-2555 

4月 6日 山 西医院�  2-3027 

4月 8日� 1葬 浦病院�  2-2555 

4月10日 湯浅医院�  2-2003 

4月12日� 1葬 浦病院�  2-2555 

4月14日 赤岩 医院�  2-2006 

4月16日 勝浦病院�  2-2555 

4月⑬日 上勝 診 療 所 �  6-0302 

4月20日 勝浦病院�  2-2555 

4月22日 山 西医院�  2-3027 

4月24日� 1努 浦病院�  2-2555 

4月26日 湯浅医院�  2-2003 

4月28日 勝浦病院�  2-2555 

4月30日 赤岩 医院�  2-2006 

園
幅
四
両
圏
直
圏

0

宮
二
1

三
七 

レ
ク
レ
l

l

l

O
O

実
施
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
心
身
の
機
能
が
低
下

し
て
い
る
方
で
あ

っ
て
、
医
療
終
了
後

も
継
続
し
て
機
能
訓
練
の
必
要
な
方

に
対
し
て
心
身
の
維
持
回
復
を
図
る

た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行
い
、
日
常

生
活
の
自
立
を
助
け
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
平
成
五
年
度
の
新

規
事
業
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
勝
寿

会
に
こ
の
事
業
を
委
託
し
て
行
い
ま

す
。

一
・

対

象

四
十
歳
以
上
の
町
民
の
方
で
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

-
老
化
や
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
に
よ

っ
て
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
方

.
病
院
で
の
治
療
的
訓
練
を
終
了
し

て
い
る
方

-
訓
練
の
内
容

お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
社
会
的
機

能
訓
練
を
中
心
と
し
た
訓
練
を
し
ま

す
。

-
歩
行
、
お
き
あ
が
り
等
の
基
本
動

作
の
訓
練

-
食
事

・
衣
服
の
着
脱
等
の
日
常
生

活
動
作
の
訓
練 

-

シ
ョ
ン
及
び
ス
ポ
ー
ツ

等
-
実
施
場
所

特
別
養
護
老
人
ホ 

ム
喜
楽
苑

・
自
'
し
込
み
方
法

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
か
か
り
つ
け
ま
た
は
最
寄
り

の
医
師
の
意
見
書
を
添
付
し
、
特
別

養
護
老
人
ホ 

ム
喜
楽
苑
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
随
時
受
付
し
ま
す

・
訓
練
の
期
間

六
か
月
を
目
安
と
し
ま
す
が
、
必


要
な
方
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
訓
練


を
行
い
ま
す
。


-

費

用

無
料


な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
喜
楽
苑

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に


関
す
る
法
律
の
改
正
に
つ
い
て


平日 午後 6時から翌朝 9時まで

休日 午後 7時から翌朝 9時まで

廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
の
概
要

〈
法
律
の
目
的
〉

廃
棄
物
の
排
出
の
抑
制
と
分
別
、

再
生
が
法
律
の
目
的
と
し
て
明
確
化

さ
れ
ま
し
た
。
「
再
生
」
と
は
、
廃
棄

物
を
再
び
製
品
の
原
材
料
な
ど
の
有

用
物
と
す
る
た
め
必
要
な
操
作
を
す

る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
集
め
た
空
き
缶
を
選
別

し、

圧
縮
し
て
金
属 

(鉄

・
ア
ル
ミ 
)

原
料
と
し
て
資
源
問
屋
に
売
却
す
る

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
再
生
が
進

め
ば
、
破
砕

・
焼
却

・
埋
立
を
す
べ

き
廃
棄
物
の
量
を
減
ら
す
こ
と
が
出

来
ま
す
。

国
民
の
責
務
等
に
つ
い
て
は
、
次

号
で 
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

不
法
投
棄
の
禁
止

町
内
に
は
、
勝
浦
川
は
も
と
よ
り
、

h

山
合
い
や
谷
川
に
組
大
ゴ
ミ
や
産
業

廃
棄
物
が
不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
る

の
を
見
か
け
ま
す
。

不
法
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
廃
棄
物

の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

一

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
た
と
え
自
分
の
土
地
や

一

時
的
に
占
有
し
て
い
る
土
地
で
あ

っ

て
も
、
清
潔
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ど
う
か
不
法
投
棄
者
を
勝

浦
町
か
ら
出
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
不

法
投
棄
は
し
な
い
よ
う
、
環
境
の
美

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

固

MUS04
テキストボックス
昨日訓練事業

MUS04
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廃棄物処理法の改正の概要

不法投棄の禁止
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「
新
刊
書
」

そ
の
他

多
数
人
荷
グ

O
日
本
大
歳
時
記

「
リ
ク
エ
ス
ト
」
の
利
用
を

読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
、
「
リ
ク
エ
ス
ト
」
サ
ー
ビ
ス
を
行

な

っ
て
い
ま
す
。
県
立
図
書
館
の
協

力
車
に
よ
り
、
本
を
取
り
寄
せ
る
事

が
出
来
ま
す
。

気
軽
に
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

四
月
の
図
書
館

手
づ
く
り
の
服

酒
の
肴
と
お

つ
ま
み

い
ま
話
題
の
作
品
や
人
気
作
家
の

ほ
か
多
数

「
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
」
「
C
D
」

新
刊
書
が
多
数
入
荷
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
続
々
入
荷
予
定
と
な

っ
て

い
ま
す
。

図
書
室
へ
入

っ
て
正
面
に
「
新
刊

書

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
あ
り
ま
す

⑧
⑧
⑧
⑧
⑧


一
つ
の
言
葉
は
生
き
て
い
る

社
会
の
一
隅
に
置
き
去
ら
れ
た
自
分

を
あ
わ
れ
に
思

っ
た
り
も
す
る
。

し
か
し
、
言
葉
が
時
の
流
れ
、
即

ち
「
流
行
」
に
よ
り
変
化
す
る
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
不
易
流

行
・
温
故
知
新
の
「
不
易
」
や
「
温
故
」

が
無
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
彼

女
た
ち
は
こ
の
不
易
を
忘
れ
、
い
た

づ
ら
に
流
行
に
走

っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
信
念
の
な
い
流
行

は
軽
薄
で
あ
り
、
精
神
の
な
い
流
行

児
童
書

は
浮
薄
で
あ
る
。
言
葉
の
不
易
、
言

葉
の
精
神
と
は
他
者
に
対
す
る
畏
敬

の
認
識
で
あ
る
。
親
を
畏
敬
し
、
先

O

生
を
尊
び
、
友
に
は
教
え
を
乞
う
謙

虚
な
心
情
こ
そ
言
葉
の
も
つ
不
易
と

思
う
。
こ
の
不
易
の
心
か
ら
生
誕
し

た
産
声
が
、

「
一
つ

の
言
葉
で
喧
嘩
し
て
、

一
つ


の
言
葉
で
仲
直
り
:
:
:
:
:
:
」
と


い
う
「
一

つ
の
心
を
持

っ
た

一
つ

の


言
葉
」
と
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。


実
の
あ
る
言
葉
、
麗
し
い
言
葉
は

人
々
に
深
い
感
動
を
与
え
、
す
ば
ら

し
い
社
会
の
源
と
な
る
。

の
で
、
�
 4
祝
み
た
い
本

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 H

図
書
館
館
長

増

井

を
探
し
に
ぜ

山高金多
内橋和

賢田
継克葉
祐彦姫子  

博

〈新
刊
書
紹
介
V
 

D
 

ひ
と
と
き

出
勤
前
の

一
時
、
机
に
積
ま
れ
た

書
物
を
読
む
と
も
な
く
見
て
い
る
と
、

こ
ん
な
文
が
目
に
飛
び
込
ん
で
来
た
。

「
一
つ
の
言
葉
で
喧
嘩
し
て
、

一
つ

の
言
葉
で
仲
直
り
、

一
つ

の
言
葉

で
お
じ
、
ぎ
し
て
、

一
つ
の
言
葉
で

泣
か
さ
れ
た
。
一
つ

の
言
葉
は
そ

れ
ぞ
れ
に
、

一
つ
の
心
を
持

っ
て

い
る
。
」

こ
の
言
葉
は
、
秋
田
県
の
お
坊
さ
ん

が
お

っ
し
ゃ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
男
女
の
愛
、
近
隣
・
友
人
の
愛

の
か
け
橋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

言
葉
の
価
値
観
を
適
格
に
示
し
て
い

る
。近

頃
図
書
館
で
若
い
女
の
子
が
使

っ
て
い
る
言
葉
に
思
わ
ず
ペ
ン
を
置

い
て
振
り
返
る
こ
と
が
あ
る
。
彼
女

た
ち
は
寒
む
気
を
感
じ
さ
せ
る
言
葉

に
も
平
然
と
し
て
嬉
々
と
し
て
語
り

合

っ
て

い
る
。
こ
れ
も
時
の
流
れ
に

よ
る
も
の
と
思
い
、
何
時
の
間
に
か

O

一
般
書

内」オ『アぼ

・
こ
ど
も
映
画
会

"
行
事
と
休
館
目
。

犬
婿
入
り

愛
を
感
じ
る
と
き

炎
立
つ

毎

日

曜

日

午

後

2
時
1
3
時
�
 

4
日

釣

り

キ

チ

三

平

第

�

 
巻

日
日
バ
イ
キ
ン
グ
島
の
伝
説

日
日
わ
た
し
の
ア
ン
ネ

ッ
ト
�
 

(小
さ
な
お
か
あ
さ
ん
)

お

日

坊

ち

ゃ

ん

l

-
県
立
図
書
館
協
力
車
巡
回
日

月
二
回
、
巡
回
予
定

※
巡
回
日
は
未
定
で
す
0

・
休
館
日
�
 

皇
太
子
の
愛
�
 

ミ
ッ
キ
�
 し
か
け
図
鑑
シ
リ
ー
ズ

l

と
な
り
の
ト
ト
ロ

ふ
し
ぎ
?
な
ぜ
?
大
図
鑑

庁
続
々
入
荷
中

「
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
」
「
�
 

H

C
D
」
の
貸

出
し
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

劃
新
し
い
「
ビ
デ
オ
」
「
�
 
」
を
購
入

日

し
ま
し
た
。
近
々
、
ご
利
用
い
た
だ

m5
日
・
ロ
日

・
凶
日
・
羽
田
-

C
D

(新 干IJ

け
る
予
定
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

《
今
回
入
荷
分
〉
�
 

O
ビ
デ
オ

O
C
D
 

一
般
用

児
童
用

22 54 47 
枚本本

回

MUS04
テキストボックス
図書館だより

MUS04
テキストボックス
図書館雑感
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「
僕
の
母
は
海
女
」


三
重
県

中
学
校
三
年
生

急

/
タ

雪之一4
4


H

僕
に
は
父
が
い
な
い
。
そ
の
分
、

母、が
ふ
ん
ば

っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

A
7

母
が
海
女
に
な

っ
た
の
は
父
と
離
婚

を
し
て
か
ら
の
こ
と
ら
し
い
。

「
最
初
は
水
が
恐
く
て
な
、
息

一

ば
い
つ
め
て
、
必
死
で
波
を
か
い
て

も
体
が
ゅ
う
こ
と
き
か
ん
か

っ
た
。

そ
や
け
ど
、
�
 は

も
う
海
は
母
さ
ん

の
も
ん
や
。
」
と
笑
う
。
「
辛
か

っ
た

れゅ

ん

や
ろ
。」
と
聞
く
と
「
何
も
と
言

っ
た

ら
嘘
に
な
る
け
ど
、
世
の
中
に
は
、

も

っ
と
も

っ
と
辛
い
こ
と
が
あ
る
よ

っ
て
、
練
習
し
た
ら
で
き
る
よ
う
に

な
る
、
自
分
が
が
ん
ば
れ
ば
打
ち
破

っ
て
い
け
る
よ
う
な
こ
と
な
ん
か
で

辛
い
�
 

μ

な
ん
て
言

っ
と
ら
れ
ん
わ


な
。」
と
ま
た
笑

っ
た
。


「
母
さ
ん
が
今
ま
で
で
辛
か
っ
た

こ
と
で
ど
ん
な
こ
と
や
」
と
聞
く
と

「
う
ん
。」
と
言

っ
た
き
り
黙

っ
て
し

ま

っ
た
。
僕
は
悪
い
こ
キ
を
聞
い
た

よ
う
な
気
に
な
り
、
う
つ
む
い
た
。

す
る
と

一
つ
下
の
弟
が
「
そ
り

ゃ
あ、

い
つ
つ
も
ケ
ロ
ケ
ロ
笑

っ
と
る
母
ち

ゃ
ん
や
け
ど
苦
労
が
あ
る
よ
な
。
何

し
ろ
中
学
三
年
生
と
い
う
受
験
期
の

子
供
を
持

っ
と
る
ん
や
か
ら
な
。
そ

れ
も
モ
ギ
テ
ス
ト
の
度
に
、

ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
さ
せ
る
子
や
し
、
ま

た
す
ぐ
後
に
も
う

一
人
お
る
し
。
」
と

言
っ
た
。
「
何
を
言
う
か
:
:
:
」
と
言

い
か
け
た
が
、
や

っ
ぱ
り
何
も
言
え

ず
上
目
づ
か
い
で
母
の
顔
を
見
た
。

す
る
と
母
は
、
ち
ょ

っ
と
い
つ
も
と

違
う
表
情
で
「
母
さ
ん
が
辛
い
と
思

っ
た
こ
と
は
な
、
勝
や
直
が
熱
を
出

し
て
、
あ
ん
た
ら
仲
が
え
え
か
ら
病

気
の
時
も
一
緒
で
、

一
人
を
背
負
っ

て
、

一
人
を
抱
い
て
病
院
へ
駆
け
込

ん
だ
時
、
病
院
の
待
ち
合
い
室
で
味

わ

っ
た
こ
と
。
あ
れ
は

『差
別
』
ゃ

な
ァ
。
髪
ふ
り
乱
し
て
、
じ
だ
ん
だ

踏
ん
で
頼
む
母
さ
ん
に
対
し
で
は
冷

た
く

『も
う
診
察
は
終
わ
り
ま
し
た
。』

と
か
言
っ
て
、
後
か
ら
車
で
乗
り
つ

け
て
き
た
ど

っ
か
の
偉
い
さ
ん
夫
婦

に
は

『ま
あ
、
そ
れ
は
大
変
で
し
た

で
し
ょ
う
。』

と
か
何
と
か
言

っ
て
い

た
の
が
腹
立

っ
た
な
あ
。
貧
乏
人
は

大
切
な
子
供
の
命
す
ら
守
る
こ
と
で

き
ん
の
か

つ
て
腹
立
っ
て
、
そ
れ
か

ら
�
 (こ
ん
な
ん
変
や
)
と
思

っ
た
わ
。

こ
れ
母
さ
ん
の
ひ
が
み
と
違
う
で
。」

と
笑

っ
た
。
笑

っ
て
い
た
け
ど
、
初

め
て
見
る
悲
し
そ
う
な
顔
だ

っ
た
。

僕
は
山字
校
で

「人
権
』
の
大
切
さ

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

っ
た
。
そ
し

て
世
の
中
に
あ
る
い
ろ
ん
な
差
別
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
障
害
者

差
別
と
か
人
種
差
別
と
か
部
落
差
別

と
か
話
し
を
聞
く
度
に
心
が
痛
ん
だ
。

し
か
し
考
え
て
み
る
と
目
に
見
え
な

い
所
に
、
何
�
 
ζ

沢
山
の
差
別
が
ば
ら

ま
か
れ
て
い
る
こ
と
か
。

僕
の
母
は
海
女
だ
。

中
学
三
年
生
と
し
て
、
自
分
の
将

来
や
進
路
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と

が
多
く
な

っ
た
現
在
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
同
級

生
の
中
で
将
来
海
女
に
な
る
な
ど
と

答
え
る
人
が
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
。
夏
に
な
る
と
、
バ
カ
ン
ス
だ
レ

ジ
ャ
ー
だ
と
海
に
体
を
焼
き
に
来
る

人
は
多
い
の
に
、
ど
う
し
て
自
分
の

仕
事
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
な
い
の

だ
ろ
う
な
ど
な
ど
。

同
級
生
が
言

っ
た
。

「あ
ん
な
に

あ
け
っ
放
し
に
大
声
で
話
し
て
い
る

姿
を
見
る
と
恥
ず
か
し
い
わ
。
」
と
。

彼
女
達
は
ど
う
し
て
大
声
で
話
す
か

知
ら
な
い
。
水
圧
に
耐
え
て
海
に
潜

れ
ば
鼓
膜
が
破
れ
、
難
聴
に
な

っ
て

い
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
や
、
命

が
け
で
海
に
潜
り
、
息
を
つ
め
て
波

を
か
い
て
も
か
い
て
も
獲
物
が
採
れ

ん
時
は
、
せ
め
て
ハ
サ
場
で
火
に
当

っ
て
陽
気
に
騒
ぐ
こ
と
で
気
を
ま
ぎ

ら
す
こ
と
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
。

知
ら
な
い

こ
と
は
恐
い
こ
と
だ
。

「
う
ち
の
親
な
、
そ
ん
な
に
勉
強

せ
ん
の
な
ら
海
女
に
で
も
な

っ
た
ら

い
い
。
お
前
、
海
女
す
る
気
か
な
ん

て
言
う
ん
よ
。
頭
来
る
わ
。
」
カ
�
 
」と

も
言
う
。

本
当
に
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
特
別
に
意
識
し
て
生

(全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
か
ら
)

P

き
る
こ
と
な
ん
か
じ
ゃ
な
く
、

一
人

ひ
と
り
が
生
ま
れ
て
き
て
よ
か

っ
た
。

生
き
て
い
く
ニ
と
が
楽
し
い
と
思
え

る
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
。

此

の
頃
つ
く
づ
く
そ
う
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。

僕
は
今
、

母
の
生
き
方
を
立
派
だ

と
思
っ
て
い
る
。
学
歴
も
な
い
し
、

美
人
で
も
な
い
け
れ
ど
、
海
女
と
い

う
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
遣
し
く
生

き
て
い
る
母
は
い
い
な
あ
と
思
う
。

母
は
自
分
の
生
き
る
姿
で
僕
達
に

『人
権
尊
重
』
が
ど
う
い
う
こ
と
な


の
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
。


人
権
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は


二
人
ひ
と
り
が
力

一
杯
に
、
胸
を

張
っ
て
生
き
る
こ
と
�
 だ
と
、
僕
は

思

っ
て
い
る
。
�
 

H

僕
の
母
は
海
女
を
し
て
い
る
。

朝
起
き
る
と
ま
ず
空
を
見
上
げ
、

そ
れ
か
ら
大
き
な
声
で
「
今
日
も
良

い
天
気
や
、
ど

っ
さ
り
ア
ワ
ビ
を
獲

っ
て
カ
ラ
オ
ケ
の
機
械
を
買

っ
た
る

で
ぇ
。
」
と
叫
ぶ
。
仲
間
の
お
ば
さ
ん

達
と
ハ
サ
場
で
き
た
え
た
声
は
、
と

て
つ
も
な
く
大
き
く
狭
い
家
中
に
響

き
渡
る
。
僕
は
い
つ
も
そ
う
し
た
元

気
の
良
い
母
の
声
で
目
を
覚
ま
す
。

母
は
い
つ
だ
っ
て
陽
気
で
、
保
護
者

会
と
か
で
学
校
に
や

っ
て
来
た
時
な

ど
、
喉
仏
ま
で
見
え
る
く
ら
い
の
大

口
を
開
け
て
笑

っ
た
り
す
る
の
で
、

「勝
、
お
前
と
こ
の
母
さ
ん
音
声
調

節
装
置
が
壊
れ
て
い
る
ん
か
い
。
」
と

言
わ
れ
る
。

母
の
口
癖
は
「
人
問
、
曲

っ
た
こ

と
を
し
乏
ら
い
か
ん
。
」
と
い
う
こ
と

と
「
海
女
は
え
え
よ
。」
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
し
て
「
下
手
に
誰
か
れ
に
気

を
遣
わ
ん
で
も
い
い
し
な
。」
と
続
く。

困

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ
「僕の母海女」
三重県　中学三年生



l

l

「
細
い
」

ニ
ュ
�
 

モ
�
 ド
細
い
モ
デ
ル
だ
か
ら

き

れ

い

日

下

美

里

-

川

柳 〆~--------:.:.:と九---\、
・ 噌吻同 ~. :，y 、町、‘晶、、司 句、司

前

田

千

恵

l

細
腕
に
扶
養
は
妻
と
二
男
二
女

黒

井

瞳

年
金
が
心
細
さ
の
杖
に
な
る

山
下
ふ
さ
を

か
ま
き
り
が
ポ
�
 ズ
と
っ
て
る
細
い

腰

穏

台

綾

細
腕
に
鞭
打
ち
の
れ
ん
守
り
き
る

小
林
つ
る
お

細
い
指
春
の
噂
を
つ
れ
て
く
る

細
や
か
な
幸
せ
つ
く
る
種
を
ま
く

錦
内
常
一

さ
り
げ
な
く
妻
が
あ
や
つ
る
細
い
糸

竹
田
あ
ゆ
み

古
里
の
細
い
流
れ
の
音
に
寝
る

中

田

万

里

人
生
の
裏
知
り
尽
く
し
た
細
い
腕

谷

酔

参

「
雪
官
」

流
れ
雲
二
人
の
仲
を
知
っ
て
い
る

川
の
ぼ
る

ほ
ん
わ
か
と
雲
さ
ん
君
と
旅
し
た
い

美

馬

真

由

雲
ゆ
き
の
怪
し
く
頼
み
云
い
そ
び
れ

真
木
し
げ
お

雲
行
き
が
あ
や
し
く
な
っ
て
席
を
立

つ

折

部

沙

恵

A
7

白
い
雲
幼
い
頃
を
連
れ
て
く
る

殿

川

早

苗

夕
立
雲
雨
風
つ
れ
て
駈
け
て
く
る

駒
津
こ
つ
ゆ

雨
雲
を
見
つ
め
決
心
ま
だ
つ
か
ぬ

丸

山

香

月

ピ
ク
ニ
ッ
ク
雲
の
流
れ
が
気
に
か
か

る

橋

本

茂

幸

「
雑
詠
」

電
話
口
春
が
来
た
よ
な
孫
の
声

岩
本
よ
し
お

切
れ
そ
う
で
切
れ
な
い
糸
で
五
十
年

桜

木

千

代

美
し
い
涙
に
拍
手
わ
き
起
こ
る

後

藤

列

東

か
く
れ
ん
ぼ
見
つ
か
る
よ
う
な
か
げ

に

居

る

思

葦

田
中

※
作
品
の
す
べ
て
は
原
稿
の
ま
ま
掲

載
し
て
い
ま
す
。
選

・
添
削
は
一
切

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
三
月
号
の
訂
正

四
月
五
日
〆
切
俳
句
一
人
一
句

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
人
二
句

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

短
歌
作
品
の
中
で
、
蛸
蛤
に
「
せ

い
れ
い
」
と
ル
ビ
を
つ
け
て
あ
り
ま

し
た
が
「
と
ん
ぼ
」
と
読
み
ま
す
。

ク
レ
ヨ
ン
の
パ
パ
は
や
っ
ぱ
り
い
ば

っ

て

る

倉

橋

加
辻

お
笑
い
の
席
に
街
の
聞
こ
え
く
る

林

と

み

え

召
集
の
苦
労
今
で
は
恩
給
に

谷

新

太

郎

趣
味
多
く
夜
毎
出
か
け
る
不
良
妻

上

岡

久

子

年
と
っ
て
ひ
が
み
根
性
の
浅
は
か
さ

福
本
フ
ク
エ

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
浮
世
の
風
を
カ
ラ

フ

ル

に

日

下

智

世

子

お
年
玉
老
い
の
財
布
も
か
ら
に
な
る

北
島
ア
サ
ノ

⑧
⑮
⑥
⑥
⑧
⑧

宛
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

T
E
L
二

四

五

八

三

四
月
五
日
〆
切
俳
句

一
人
二
句

五
月
五
日
〆
切
短
歌
一
人
一
首

雪
の
勝
浦
、
笑
い
の
渦
じ


ー
ー
か
つ
う
ら
春
笑
い
寄
席

二
月
二
十
四
日
、
勝
浦
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
「
か
つ
う
ら
春
笑
い
寄
席
」
に
、

雪
が
降
る
な
か
五
百
人
の
入
場
者
が

あ
り
、
四
人
の
出
演
者
の
落
語
に
、

入
場
者
全
員
腹
を
か
か
え
て
笑
う
場

面
が
続
出
し
ま
し
た
。

入
場
者
の
反
響
は
、
「
テ
レ
ビ
で
は

お
な
じ
み
の
方
々
だ
が
、
直
に
見
る

の
は
、
ま
た
一
味
違
う
。
是
非
こ
の

よ
う
な
催
し
を
毎
年
聞
い
て
ほ
し
い
」

と
の
声
が
多
か
っ
た
。

....林家きく兵衛さん� A三遊亭小遊三さん ....林家木久蔵さん ....桂 取丸さん

固

』
V

満
員
の
会
場

台� 1ーに~ 
t-" 

MUS04
テキストボックス
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MUS04
テキストボックス
次回作品募集

MUS04
テキストボックス
雪の勝浦　笑いの渦に
かつうら春笑寄席
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ワープ口�  |	 |病人(老人)介護� | 
-講習期間 平成 5 年 4 月 22 日 ~5 月 26 日の聞に -講習期間 平成 5 年 4 月 15 日 ~6 月 4 日の聞に 

21日間	 21日間

''' '' J・ハ� '1"""'¥ ， r"'. ' '-' ・ハ ' ........
 ，-，， ......，''.，，-..，."ヘ'-.../，，，-....

前期技能検定試験実施
技能検定は、職業能力開発促進法に基づ、いて、技能 試験は、職種ごとに� 1級、� 2級及び単一等級に区分

者の皆さんがもっている技能の程度を一定の基準によ し、実技と学科の試験を行います。� 

り検定し、公証する国家検定制度です。 1級及び単一等級の合格者には労働大臣、� 2級合格

ーこの制度は、昭和34年から実施されており 、徳島県 者には徳島県知事から、合格証書が交付され「技能士」

では現在までに全職種において12，271人が合格し、そ と称することができます。

れぞれの分野で活躍しております。

申請 書 受付期間 技能検定実施職種 (予定) 申請書受付場所�  

平成� 5年� 4月5日(月)

から

平成� 5年� 4月16日(創

まで

(1 ，2級職種)

園芸装飾，造園，金属熱処理，機械加工，放電加工，

金属プレス加工，鉄工，建築板金，仕上げ，電子機器

組立て，電気機器組立て，建設機械整備，紳士服製造，

婦人子供服製造，布はく縫製，家具製作，建具製作，

版下製作，石材施工，とび，左官，タイル張り，畳製作，

防水施工，内装仕上げ施工，熱絶縁施工iサッシ施工，

表装，塗装，広告美術仕上げ，フラワー装飾，電気めっき

(単一等級職種)塗料調色，製麺 

徳島県職業能力開発協会

徳島市新浜町� 1丁目

宮� (0886) 63-2316 

徳島職業訓練校

徳島市南島田町� 2丁目

告� (0886) 31-1474 

........
 ........ .........，-，，........
 ，� .........
・ハ ' ，-.... ' ........ 1 ......... . ........ . ，-.... ' ........ . ......... ・ .....， . r'\ . '--' ， ，.-.. ' ........ . ハ ， ，，-， ， ""-、 ・ ~ .ハ ， ，-，， ， r'\ ・ v・ ~ . ~ ・ (・ u・ ，-.... ， ......， . ...-... . ........ ， ......... ・ v・ .-... . ........ . /""\ . ........，
...........
，，-..，........


月 火 水 木 金� 

4月� 

15 16 

2.0 22 23 

27 30 

6 7 

5月� 11 13 14 

18 20 21 

6月� 
25 27 28 

1 2 4 

月 火� 7.1< 木 金� 

22 23 
4月� 

26 27 28 30 

6 7 

10 11 12 13 14 
5月� 

17 18 19 20 21 

24 25 26 

>1 

但し、日程に若干の変更があります0

・講習時間 午前� 9 :30~午後 3 :30 

・開催場所 徳島市雑賀町西開11-2 

徳島県立工業技術センター

・定 員� 20 名

・受講料 無料

・教材費 テキス卜代

・申込先 徳島県婦人就業援助センター

徳島市中昭和町� 1-2 

(総合福祉センター 1F) 

宮� 0886 (54) 0121 

・申込期間 平成 5 年 4 月 12 日 ~4 月 14 日

・その他 詳細は、徳島県婦人就業援助センタ

ーにお問い合わせください。� 

※日程は変動する場合がありますのでご了承ください� 0

・講習時間	 午前10:OO~午後 4 :00 

・講習場所	 徳島市圧町

日本赤十字社徳島県支部外

・定 員� 25	 名

・受講料 	 無料

・教材費 	 テキスト代他

・申込先 	 徳島県婦人就業援助センター

徳島市中昭和町� 1-2 

(総合福祉センタ-1F) 

ft0886 (54) 0121 

・申込期間	 平成 5 年 4 月 5 日 ~4 月 8 日

・その他 	 詳細は、徳島県婦人就業援助センタ

ーにお問い合わせください。

回
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技術講習会開催案内

ワープロ　　　病人（老人）介護



最
終
年
度
の

A
7

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
園

改
植
高
接
事
業
の
実
施

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
園
の
改
植
、

A
7

高
接
事
業
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

年
度
か
ら
国
の
補
助
事
業
と
し
て
発

足
し
、
そ
の
後
昭
和
五
十
七
年
度
か

ら
は
、
県
の
補
助
事
業
と
し
、
�
 
年

度
で
十
九
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
聞
に
正
式
な
事
業
名
も
何
度

か
変

っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
う
ん
し
ゅ
う

み
か
ん
の
栽
培
適
地
に
お
い
て
は
、

優
良
系
み
か
ん
栽
培
を
奨
励
し
、
不

適
地
に
お
い
て
は
他
作
目
に
転
換
を

奨
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

前
年
度
�
 (平
成
四
年
度
)
も
勝
浦

町
で
は
約
二
、
一二
同
一
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

さ
で
、
こ
の
事
業
は
平
成
五
年
度

(来
年
の
三
月
末
に
植
え
付
け
や
高


接
を
行
う
も
の
)
を
も

っ
て

一
応
終


了
し
、
十
九
年
間
の
歴
史
を
終
ろ
う


と
し
て
い
ま
す
。


そ
こ
で
�
 年
度
は
最
後
の
年
に
な


り
ま
す
の
で
、
町
、
農
協
と
も
全
力


を
あ
げ
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
決


意
で
あ
り
ま
す
。


み
か
ん
栽
培
農
家
の
方
々
で
ま
だ

改
植
、
高
接
事
業
が
残

っ
て
お
ら
れ

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
農
業
協
同

匹

組
合
職
員
の
方
の
一
日
外
務
日
�
 
7
 
-

月
下
旬
の
予
定
)
に
、
申
し
込
み
用

』

紙
と
申
し
込
み
に
際
し
て
の
説
明
書
�
 -

を
配
布
し
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
い

【

ま
す
の
で
こ
れ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
-

参
考
ま
で
に
過
去
の
事
業
実
施
状

一

況
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
通
り
で
す

(
A

o

-

l
「

串
只

=

h
 

度

る

酔
�
 

--

L

やめ� 

M
V

で

汚

明

』

目白お
刑

一 F

②

動

力

耕

転

機
、
背
負
式
動
力

防
除
機
等
既
に
普
及
し
て
い
る

も
の
ま
た
は
、
事
業
効
果
の
少

な
い
農
業
用
機
械

③	

個
人
施
設
ま
た
は
、

事
業
効

果
の
少
な
い
施
設

三
、
事
業
の
種
類

川
農
業
用
機
械
設
備
の
導
入
整
備

①

内

容
農
業
用
機
械
、
農
業
生
産
施

設
、
集
出
荷
施
設
、
加
工
施
設

等
の
導
入
整
備

②

補

助
率

補
助
対
象
事
業
費
の
十
分
の

四
以
内

間
種
苗
及
び
家
畜
の
導
入

①

内

容種
苗
の
導
入

園
の
造
成
と
一
体
と
し
て


行
う
永
年
性
作
物
種
苗
及
び


地
域
特
産
物
と
し
て
積
極
的


に
拡
大
を
図
る
作
物
で
、
種


苗
の
確
保
が
著
し
く
困
難
な


も
の
等
の
種
苗
の
導
入


仰
肉
用
繁
殖
雌
牛
の
導
入


導
入
頭
数
は
、
一
事
業
主
体


三
頭
以
上
、
十
頭
未
満
と
す
る
。


六
か
月
齢

1
十
五
か
月
齢


の
も
の
を
導
入
し
、
こ
れ
を


農
業
者
に
預
託
し
、
五
年
以


② 
M
W

上
飼
養
す
る
も
の
と
す
る
。

補
助
率
�
 

一
頭
十
三
万
五
千
円
以
内
ま

た
は
当
該
経
費
の
十
分
の
三
以

内
の
い
ず
れ
か
低
い
額

ω
実
証
普
及
展
示
ほ
等
の
設
置

①

内

容

新
作
目
の
導
入
、
新
技
術
の

実
証
及
び
普
及
の
た
め
の
展
示

ほ
等
の
整
備

②

補

助

率

四
、
申
し
込
み
先

町
役
場
産
業
課

五
、
申
し
込
み
期
日


平
成
五
年
四
月
二
十
日
ま
で
。


※
不
明
な
点
は
、
町
役
場
産
業
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

，.J-.，. 

疋

客員

』-

ロ
ロ
H
U
 

死

一川

『

1

・

+
白吋

タ

』

側
一

寒

什

司-a

の
や
�
 
}

戸
「
五
ド

ぽ

正

』

.u
に
�
 

、
』

平
成
五
年
度
に
徳
島
県
単
独
地
域

農
業
振
興
対
策
事
業
の
制
度
を
受
け

よ
う
と
計
画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
次

の
事
項
を
ご
理
解
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

一
、
事
業
の
内
容

こ
の
事
業
は
、
町
の

農
業
指
導
班
の
奨
励
し

て
い
る
作
目
、
夏
秋
な

す
、
き
ゅ
う
り
、
す
だ
ち

な
ど
の
生
産
流
通
過
程

に
お
け
る
近
代
化
、
合

理
化
を
推
進
す
る
た
め
、

次
の
事
項
の
う
ち
、
原

則
と
し
て
国
の
補
助
対

象
と
な
ら
な
い
も
の
を
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

二
、
採
択
条
件

山

前

記

の

事

業

内

容


に
適
合
し
て
い
る
こ


ル」
。


間
単
年
度
で
事
業
が


完
了
す
る
こ
と
。


叩

受
益
戸
数
が
三
戸
以
上
で
あ
る


こ
と
。


〈県単農業振興事業の受付〉
※
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
補
助
対
象

灼
ノ

唱

!
)
争
の

一-

F
h
u
t
t

R
U 施

が

『

実

の

『

で

も

唱

業

た

『

事

し

『

度

施

『

年

実』司
~
降

司 --

印

以

�

 
a

に
な
り
ま
せ
ん
。

①
消
耗
品
的
物
品
、
用
地
の
買

収
、
賃
借
に
要
す
る
経
費
及
、
び

補
償
費

過去の改植等の実施状況	 単位ha

+
A
F
 

h
 

勝浦町大工組合・勝浦町左官組合から


日当を16，000円に/ 


平成� 5年勝浦町大工組合・勝浦町左官組合の

総会において、平成� 5年4月� 1日から日当を� 1

万6千円に決定しました。皆様のご理解とご協

力をお厚互いいたします。

回
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最終年度のうんしゅうみかん園　改植高接事業の実施



←⑥⑧⑨⑧⑧→
春の

新
入
学
生
の
交
通
安
全
に
つ
い
て


横
瀬
駐
在
所
巡
査
部
長

士口

田

雅

雄

③
交
差
点
や
横
断
歩
道
を
渡
る
と

き
は
、
必
ず
左
右
の
確
認
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

間

一

立
つ
の
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
あ
ご
ひ
ニ

o

mN
 

交通事故相談日

-日 時 4月26日(月)
午前9時から

午後4時まで

・

一
国、

園.

い
入w

え
て
く
だ
さ
い

く
�
 

、、

場所 小松島中央会館

・相談員 相田伸夫

※お気軽にご相談くださし、。

x
-一一

保
護
者
の
方
や
先
生
は
、
「
安
全
確
�
 w

認
」
の
重
要
性
を
何
度
も
子
供
に
教

。

崎

一
-

春
燭
漫
の
四
月
、
小
・中

学
校
の
新
入
学
児
童
(
生
)

が
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
登
校
し
て
い
る
の
を

見
る
と
、
心
が
和
や
か
に

な
り
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
の
喜一
び

も
き

っ
と
大
き
い
と
思
い

ま
す
。し

か
し
、
そ
れ
も
健
康

で
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
交

通
事
故
に
あ

っ
て
怪
我
を

し
た
ら
、
せ
っ
か
く
の
喜

び
も
台
無
し
で
す
。

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
安

全
に
登
下
校
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
�
 

小
学
校
で
は
、
集
団
登
下
校
を
さ

せ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
大
変

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
上
級
生

は
、
下
級
生
の
面
倒
を
見
る
こ
と
で

次
に
、
自
転
車
通
学
の
生
徒
で
呂

町
一
�
 

-
x
-

l

ぷ

以

l

x
 

も
を
し

っ
か
り
と
締
め
て
い
な
い
と
こ

い

う

こ

と

で

す

。

二

x
-

責
任
感
が
湧
き
、
交
通
ル

ろ
う
と
い
う
意
識
が
強
く
�
 

自
転
車
は
、
あ
る
程
度
の
ス
ピ
�
 

い
�
 

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
ご
協
力
を
ノ


A

'な
り
ま
す
。

ド
が
出
る
た
め
、
転
倒
し
た
場
合
に

ル
を
守

w

頭
を
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
地
面
等
に
ぶ

以
�
 

下
級
生
は
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

を
良
い
手
本
と
し
て
ま
ね
る
こ
と
で

交
通
ル
�
 
l
ル
を
覚
え
ま
す
。

集
団
登
下
校
の
と
き
に
、
特
に
気

を
つ
け
て
欲
し
い
の
は
、

①
絶
対
に
二
列
以
上
に
な
っ
て
車

道
に
は
み
出
さ
な
い
。

②
ふ
ざ
け
合
い
を
し
て
友
だ
ち
を

押
し
た
り
し
な
い
。
(
ふ
ざ
け
て
い

る
と
き
は
注
意
力
が
欠
け
て
い
る

の
で
、
大
変
危
険
で
す
)

あ
ご
ひ
も
は
必
ず
し
っ
か
り
と
締
め

以xwx
 
m

つ
け
て
大
怪
我
を
し
ま
す
。

大
切
な
頭
を
保
護
す
る
た
め
に
、
�
 

ま
し
ょ
う
。

く

判、
入

そ
し
て
、
や
は
り
「
安
全
確
認
」

問

一
分
け
れ
ば
資
源
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
�
 …

ゴ
ミ
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

へい

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
歩
行
者

時
�
 

州

が
、
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

回
収
日
の
朝
九
時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に
必
ず
名
前
を
記
入
し
て

だ
し
て
く
だ
さ
い
。

V
A
 

や
自
転
車
の
横
断
の
基
本
は
、
「
安
全

確
認
」
で
す
か
ら
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ド
ラ
イ

パ
l
の
方
に
も
�
 
お
願
い
し
ま
す
。

h

V
A
 w

心、

州、
お

…
い
人
�
 

ー

父

宮
�
 

ぶ

-
p
i場

・

…

缶、ミル

w

回� 

朝
夕
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

、
あ
せ
る

い

気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
少
し

州

だ
け
早
く
家
を
出
て
、
ゆ
と
り
を
も

川

「月

o

w

っ
て
安
全
運
転
し
て
く
だ
さ
い
�
 

そ
れ
と
、
子

供
た
ち
が
横
断
歩
道

州
市p

h

の
手
前
で
待
っ
て
い
た
ら
、
車
を
一
�
 

平 成 �  5年� 4月� 26日(月)� 

t也 区 回収場所

坂 本 勝浦郡農協坂本出張所

与 川 内 イシ 与川内出張所

横 瀬 勝浦郡農協勝浦支所

中 山 消防詰所横

棚 里子 河川敷ゲートボール場横

久 国 役場庁舎裏

生 名 生名集会所(東林庵)

星 谷 星谷橋北詰ゴミフェンス横

黒 岩 中央積北詰ゲートボール場償7ェンス� 

~、 山 今山橋北詰ゴミフェンス横

沼江 ・石原 石原ゴミフェンス横

掛谷 ・山西 勝浦郡農協生比奈支所

中 角 農村婦人の家・馬越ゴミフェンス横

『
川
1
4

田
-

時
停
止
し
て
、
横
断
さ
せ
て
や
る
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
く
だ
さ

ぃ
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
供
た
ち
を
交

通
事
故
か
〉

思
い
ま
す
。

全国交通安全運動

4月6日wから� 4月15日(柄

までの10日間、 春の交通安全

運動が実施されます。

-重点目標

シートベルト着用の徹底

2 子供と高齢者の交通事故

防止� 

3.違法駐車の締め出し� 

MUS04
テキストボックス
駐在所から

MUS04
テキストボックス
横瀬駐在所巡査部長　吉田雅雄

MUS04
テキストボックス
アルミ缶　回収場所



不用犬の

買い上げ日

平
成
五
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所
で
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
料

二
千
百
円

・
注
射
料

二
千
五
百
八
十
円

・

合

計

四
千
六
百
八
十
円

飼

っ
て
い
た
犬
(
登
録
犬
)
が
死

亡
し
た
り
、
犬
を
譲
渡
し
た
場
合
は
、

役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
届
け
出
で
く

だ
さ
い
。

犬涯の犬
霊病
録予と

防
。篠
弘種

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

4月7自体)� 

4月21自体)

ピ論


狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
国
で
は
発
生

例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
外
国
か

ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現
在
、
狂
犬

病
も
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
飼
い
主

の
義
務
で
す
。
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈平成� 5年度狂犬病予防注射日程表〉

月日 場 所 時 閉 月日 場 所 時 間

坂本黄葉橋 午前� 9 : 30~ 9 : 40 星谷選果場前 午前� 9 : 30~ 9 : 40 

‘ 
坂本郵便局前�  9 : 50~10 : 00 森内宅池の横�  9 : 50~10 : 00 

坂本大師前停留所� 10 : 10~10 : 20 1券 浦� izkz 長官� 10 : 10~10 : 20 

4 勝農坂本事業所前� 10 : 30~10 : 40 4 大森良樹宅南�  10:30~10 : 40 

与川内公会堂前�  10 : 50~11 : 00 今山神社前�  10:50~11 : 00 

月 勝農与川内事業所前� 11 : 1O~11 : 20 月 石 回亨宅横�  11 : 10~11 : 20 

勤労福祉センター前� 11 : 30~11 : 40 中 田 商� dzkz 11 : 30~11 : 40 

19 徳パス横瀬営業所前� 11 : 50~12 : 00 20 古山商庖横�  11 : 50~12 : 00 

横瀬集会所前 午後� 1 : OO~ 1 : 10 田中屋食堂南 午後� 1 : OO~ 1 : 10 

日 勝浦郡農協前�  1 : 20~ 1 : 30 日 勝農生比奈支所前� 1 : 20~ 1 : 35 

中 山 権現橋�  1 : 40~ 1 : 50 農村婦人の家�  1 : 45~ 1 : 55 

何) 中山消防詰所前�  2 : OO~ 2 : 10 (;<) 福山隆宅横�  2 : 05~ 2 : 15 

棚野集会所前�  2 : 20~ 2 : 30 地福寺入 口� 2 : 25~ 2 : 35 

NTT阿波勝浦営業所前� 2 : 40~ 2 : 50 生名 東林庵�  2 : 45~ 2 : 55 

勝浦町役 場 前 �  3 : OO~ 3 : 10 生名センタ一前�  3 : 05~ 3 : 20 

お 願 し、

犬は、私達人聞にとって可愛い友達です。でも時には人聞に危害を加え

ます。これも私達人間に、その貫任がある場合が多いのです。

犬害のない明るい社会を作るために、次のことは必ず守ってください。

*犬は必ずつないで飼う。


女犬は絶対に捨てない。


回

MUS04
テキストボックス
犬の登録と狂犬病予防接種

MUS04
テキストボックス
届出について　　　狂犬病について

MUS04
テキストボックス
お願い
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4月の健康行事

お問い合わせは、環境衛生課 ・保健婦へ。

' -

回

日

5 

7 

8 

12 

曜

月

水

木

月

内� z台"" 

中山愛育班総会，健康相談

棚野愛育班総会，健康相談

生名愛育班総会，健康相談

星谷愛育班総会，健康相談

掛谷愛育班総会，健康相談

久国愛育班総会，健康相談

坂本愛育班総会，健康相談

与川内愛育班総会，健康相談

女す 象 者

般 の 方� 

一 自J又し の 方� 

一 自生 の 方� 

般 の 方� 

一 自主 の 方� 

般 の 方� 

一 自主 の 方� 

一 自主 の 方� 

受付時間

9 :30~11:30 

も

13:30~15 : 30 

9 :30~11 : 30 

13 : 30~15 : 30 

9 :30~ 11: 30 

13:30~15:30 

9 : 30~11 : 30 

1 3 : 30~15 : 30 

場 所

中山集会所

棚野集会所

生名センター

星谷集会所

掛谷集会所

久国集会所

坂本集会所

与川内公会堂

持参する

もの 他

健康手帳� 

健康手帳

健康手帳� 

健康手帳

健康手帳� 

健康手帳

健康手帳� 

健康手帳

15 

16 

19 

21 

23 

28 

木

金� 

月

水� 

金

水

中角愛育班総会，健康相談

石原愛育班総会，健康相談

2 歳児健康診査�  

今山愛育班総会，健康相談

横瀬愛育班総会，健康相談

百日咳，ジフテリア，破傷風� 

コ 種混 合予 防接 種

手し 児 健 康 雪ロp八， 主k主フ� 

健 康 キ目 水γ雲ロ 、

自立 の 方� 

般 の 方� 

H 2 .1 2 . 1 ~H 3 . 3 .31 

までに生まれた子

一 自主 の 方� 

自生 の 方� 

2~4 歳未満

• 1期…1か月毎に3回接種

. 2 期… l 期終了後、 12~18か 

月後に� l回接種� 

H 4 .1 1. 1 ~H 5 . 2 .28 

までに生まれた子� 

一 自生 の 方� 

9 : 30~ 11: 30 

13 :30~15 :30 

1 3 : 30~ 14:30 

9 :30~ 11 :30 

13:30~ 1 5:30 

15:00~16 : 00 

1 3:30~14 : 30 

10:00~11 :30 

中角集会合

石原集会所

勝浦病院

今山集会所

横瀬集会所

農村環境改善

セ ン タ ー

勝浦病院

勝浦会館

健康手帳� 

健康手帳� 

母子手帳

健康手帳� 

健康手帳� 

母子手帳� 

問診票

母子手帳

健康手帳

MUS04
テキストボックス
みんなの健康



う症骨粗� Lょ
-骨粗しよう症の有病率

% 


70 


関女性
60 口男性
50 

骨
粗
し
よ
う
症
と
は
、
「
骨
量
が
減

少
し
て
骨
折
を
起
こ
し
ゃ
す
い
状
態
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、

大
根
に
「
す
」
が
入
っ
た
よ
う
に
、
骨

が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
妊
娠
、
出
産
、
授
乳
に
カ
ル

シ
ウ
ム
が
多
く
必
要
な
た
め
、
体
内

の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
が
ち
な
女

性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
日
歳
以
上

の
女
性
の
場
合
、
約
半
分
が
骨
粗
し
よ

う
症
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
よ
う
症
に
な
る
と
、
簡
単

に
骨
折
し
ま
す
。
持
に
、
大
腿
骨
の

骨
折
は
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
つ

な
が
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
背
中

や
腰
が
曲
が
り
、
身
長
が
低
く
な
っ

た
り
も
し
ま
す
。 

~単品 

70~ 75~ 80~ (歳) 

40 

30 

20 

10 

O 
40~ 45~ 50~ 55~ 60~ 65~ 

骨
粗
し
よ
う
症
の
原
因
は
、

-
カ
ル
シ
ウ
ム
そ
の
も
の
の
不
足

2
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
を
調
節
す

る
ホ
ル
モ
ン
の
異
常

3

加
齢
(
歳
を
と
る
こ
と
)

4

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
欠
乏
、
遺
伝
・

体
質

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

骨
粗

し
よ
う
症
を
予
防
す
る
に
は
、

2 1 

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と
る
こ
と

運
動
を
す
る
こ
と
(
骨
の
減
り

方
が
少
な
く
な
る
) 

お
年
寄
り
は
、
骨
折
し
や
す
く
、

ま
た
、
い
っ
た
ん
骨
折
す
る
と
、
治

り
も
悪
く
、
療
養
の
た
め
寝
込
む

こ
と
に
よ
り
筋
肉
の
力
が
弱
く
な

っ
て
寝
た
き
り
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

お年寄りの

ための

骨折予防

こ
と
で
す
。

4 

骨
量
を
減
少
さ
せ
る
喫
煙
、
ア

ル
コ
ー
ル
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂

取
を
控
え
る

日
光
に
よ
く
あ
た
る
(
骨
の
カ

ル
シ
ウ
ム
量
を
増
や
す
働
き
が

あ
る
)

特
に
骨
折
し
や
す
い
の
は
、
手

首
、
腕
の
付
け
根
、
背
骨
、
大
腿

骨
で
す
。

お
年
寄
り
が
骨
折
し
や
す
い
原

因
の
一
つ
は
、
「
骨
が
弱
い
」
こ
と

で
す
。
年
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
、

男
性
よ
り
も
女
性
に
多
く
、
的
歳

以
上
の
女
性
の
約
半
分
が
骨
粗
し

よ
う
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
骨
折
し
や
す
い
も
う
一

つ
の
原
因
は
、
「
転
び
や
す
い
」
こ

と
で
す
。
単
に
転
ん
だ
だ
け
で
骨

折
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
つ
ま

づ
い
た
」
「
滑
っ
た
」
「
ふ
ら
つ
い
た
」

が
転
倒
の
三
大
原
因
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
転
倒
を
防

ぐ
こ
と
が
、
骨
折
予
防
の
一
番
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
具
体
的
に
は
、

階
段
は
滑
り
ど
め
や
手
す
り
を
つ

け
る
、
床
は
滑
ら
な
い
よ
う
に
す

る
、
室
内
の
整
理
整
頓
を
す
る
、

通
路
・
階
段
・
風
自

・
ト
イ
レ
等
の

照
明
は
明
る
く
す
る
、
な
ど
で 

b
-

tJ
 

園

3 



4月 からは新しい国民健康保険の被保険者証でな け れ ば 病 院 に か か る こ と

ができませ ん。 まだ更新されて いない方は、早急に役場税務保険課で更新を�  

'0

運動は、場所と時聞が

j斉ませてくださし� 

運動不足をふきとばそう

適度な運動はからだの衰えを防ぎ、成人病

の原因となる肥満などを予防する効果があり

ます。また、日ごろのストレスを解消し、肩こ

り、腰痛予防など健康

な生活をおくるうえで

大きな効果をもたらし

てくれます。

どこででも手軽に� E;哩

できる体操� lなわとび。

必要なので、 ともすると

おっくうになりがちです。

次の運動は、どこででも、

ちょっとした時間内にで

きる手軽な運動法です。� 

E~置~Z.. 
鉄棒などを利用して。 !回転いすを利用し、 机の

縁につかまったりして。� 

E~，.区.

階段の角、机の下の機桟� Ij膏・首・大腿などをこぶ
などで足の裏を強く押し� !しで。
つける。家では青竹など
を踏む。� 

14日以内にかならず届出をしましょう


こんなときには届出を 持参するもの

国

イ呆

入
る

と

き

他市区町村から転入しで

きたとき

他の健康保険をやめたと

き

生活保護を受けなくなっ

たとき

印かん、転出証明書

印かん、健康保険の離脱

証明書または離脱した日

が分かる書類

印かん、

保護廃止決定通知書

印かん

子どもが生まれたとき 国民健康保険被保険者証

母子健康手帳

イ也市区町村へ転出したと 印かん

国

保

を
や
め
る

と

き

き

他の健康保険に加入した

とき

生活保護を受けるとき

国民健康保険被保険者証

印かん

国民健康保険被保険者証

健康保険の被保険者証

印かん

国民健康保険被保険者証

保護開始決定通知書

印かん

克亡したとき 国民健康保険被保険者証

死亡を証明するもの

退職者医療制度に該当し
印かん

国民健康保険被保険者証

そ

の

たとき

退職者医療制度に該当し

なくなったとき

住所、世帯主、氏名など

年金証書

印かん

国民健康保険被保険者証

印かん

他

の

と

き

が変わったとき

保険証をなくしたとき、

よごれで使えなくなった

とき

修学のため子どもが他市

区町村に下宿するとき

長期旅行などで別個の保

国民健康保険被保険者証

印かん

使えなくなった保険証

身分を証明する もの

印かん

国民健康保険被保険者証

在学証明書

印かん

険証がほしいとき 国民健康保険被保険者証

回

MUS04
テキストボックス
国保と医療費
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変
わ
り
ま
す
。

年
金
を
支
払
う
た
め
の
財
源
は
、

加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
保
険

料
と
国
の
負
担
と
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す。
年
金
額
は
、
完
全
自
動
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
前
年

の
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
な
い
保

険
料
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
は
安
く
、
年
金
額
は
高
く

と
だ
れ
も
が
望
む
と
こ
ろ
と
は
思
い

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
一

ま
す
が
、
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

平成 年度国民年金保険料� 

日
か
ら
一
か
月

一 

、
五 

円
に

が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
年
金
制
度

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。
年
金
制
度
を
長
期
的
に
安
定
し
た

も
の
と
す
る
た
め
に
、
適
正
な
保
険

料
の
負
担
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
は
あ
ら
か
じ
め
一

年
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
前
納
さ
れ
る
方
は
四
月

三
十
日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
額
は
、
次
の
表
の
と
お

り
で
す
。 

串~台
 

健康増進室に卓球台を置きました。早速学生

の方、若いグループの方々やご夫婦の方々にご

利用いただいております。

算定で非常に忙しい時期ですが、時にはラケ

ットを持って日ごろ使っていない筋肉を使われ

たらいかがでし ょう か。またお屈の合間に、� .お

勤めの帰りなどに誘い合わせてお立寄りくださ

毎週木曜日は、午後� 8時まで、開館いたしてお

ります。また会議などがある晩もご利用してい

ただけます。灯がついていましたらご遠慮なく

お立寄りください。 宮� 2-3300 

4
冬
の
天
狗
岳
と
改
善
セ
ン
タ
ー

1か月� 10，500円

か月� 126，000円

前納�  122，960円� 

12

12

1か月� 10，900円

定額+付加� か月� 130，800円

前納�  127，640円� 

勝
浦
町
育
英
奨
学
生
の


募
集
に
つ
い
て


二7¥--二き� 4 月� 9 日(創

生比奈郵便 局
※各指定郵便局でお

勝 浦 郵 便局 受け取りください。

坂本郵便局 ※時聞は午前� 9時か

星谷簡易郵便局 ら午後� 4時までで

生名簡易郵便局
す。

4
月
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

-
募
集
期
間

平
成
五
年
四
月
一
日 
1
四
月
二
十
日

・
採
用
予
定
人
員

高
校
生
五
人
程
度

大

学

生

五

人

程

度

・
奨
学
金
等
の
額

高
校
生
月
額
二
万
円
以
内

大

学

生

月

額

三
万
円
以
内

大
学
入
学
準
備
金

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

・
応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

一
、
奨
学
金
貸
付
願
書平

成
五
年
四
月
期
支

払

い
の
福
祉
年
金
を
次

の
と
お
り
お
支
払
い
し

ま
す
の
で
、
年
金
証
書

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
次
の
郵
便
局
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
は
八
月

期
か
ら
の
金
額
を
打
ち

込
み
ま
す
の
で
、
証
書

を
お
預
り
い
た
し
ま
す
。 二

、
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

三
、
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

四
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の

子
弟
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

(
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
)

五
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許

可
書
の
写
し 

*
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ

り
ま
す
の
で
、
書
類
の
様
式
、
応

募
方
法
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教

育
委
員
会
事
務
局
(
勝
浦
町
図
書

館
内 
)
告
二
|
二
五
一
五
ま
で
。

回
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あ
り
が
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三
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い
ま
し
た

2
月
刊
日

1
3
月
日
日

山

川

正

夫
さ
ん

(
星
谷
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一
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さ
ん
�
 (生
名
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樋
本

(横
瀬
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名
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(中
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昆
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日
作
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、
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毎
パ
《
畠
偉
巾
虫
�
 

i
ヲ
f
-tL

=
t
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h-F唱

叶
入
ト
」
門
うノ
ド片叶� 

シし
l
l

」
♂

ν
寸
ノ

l
r

勝
浦
会
館

五
年
度
受
講
生
募
集

勝
浦
会
館
で
は
、
平
成
五
年
度

も
身
近
な
啓
発
活
動
と
し
て
各
種

『

講
座
を
開
講
し
て
、
近
隣
地
域
住

F

あなたも練習して 4月3日(土)� 4月14日同� 
みませんか? 4月10日(土)� 4月21日同� 

4月24日(土) 4月28日体)

午後� 8時から� 14/24 V 
/、勺� 7:¥午後

』

民
と
の
交
流
の
中
か
ら
同
和
問
題
�
 

【

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�
 

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て

-

各
種
講
座
に
参
加
希
望
さ
れ
る

一

方
は
、
四
月
十
五
日
同
ま
で
に
勝
�
 

F

浦
会
館
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

-

ぃ
。
な
お
、
参
加
人
員
の
都
合
で

』

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
�
 

-

詳
し
く
は
、
勝
浦
会
館
(
宮
二

五
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

O

【
三
三
�
 

e

く
だ
さ
い
。

】

{
講
座
名
}
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4 月� 2 日樹-日時 

4 月� 9 日(金)� 

4 月� 16日樹�  

4 月� 23日樹�  

h
 

:

;

t
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t
J

4
 

h
J
1
ノ

J
r
'
t
〉
〆
�
 

J
b
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i

/大

お
誕
生
お
め
で
と
う

v-

F
?』

¥
E
I
l
l
11
1
ノ

町の機関は� 

4月から土曜日が

休みになります

勝浦町では、国の土曜日開

庁の趣旨を踏まえて、本年� 4

月からすべての土曜日を閉庁

することになりました。(勝浦

病院も含みます� )

ただし、出生、死亡、婚姻

などの戸籍の届出の受付及び

次の機関は、今までどおり業

務を行います。

小・中学校、幼稚園� (昨年

9月から第2土曜日が休み)、

保育所、農村環境改善センタ

一、農村婦人の家、住民福祉

センター、図書館等。

大
字
沼
江

竹

村

幸

ノ

長

男

字
神
谷

由
美
子
¥
研

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
{
干
昆
谷
空
つ
ノ
森
谷

山
川
ハ

ツ
ヱ
�
 
(
部

歳
)

大
字
生
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字
大
前

樋

本

サ

ダ

子

�

 
(
河

歳
)

大
字
三
窪
子
大
平
谷
星
越

秀

夫
(
問

歳
)

大
字
三
淡
字
下
川
原

岡
本
ア
サ
ヱ

(
お

歳
)

藤1着
付

・
踊
り

・
陶
芸
�
 ・

習
字

4 月� 30日掛

大
字
生
名
字
東

福

良

フ
ミ

子
(
沌

歳
)

大
字
生
名
字
野
口

野

上

光

男

�

 (ω歳
)

大
字
三
漢
字
高
屋

立

石

亀

義

�

 (
九

歳
)
 

-時間 午前10時~午後� 3時

・内容 人権・行政・厚生・福祉

・場所 住民福祉センター� 2階

す

わ
ま

合

り

い

お

問
で

お

し

に

付

軽

同
月
又
昌
一刈

い

も

お

さ

で

、

だ

日

で

く

平

の

せ
�
 

l
l
--
lt
¥
 

/
f
i

4)(里-・-司-

/ 

品

園

ビームライフル 家庭婦人バレーボール

講習会�  審判講習会及び選手強化日程

ビームライフル -場所 生比奈小学校体育館

心配ごと相談�  

習コーナーを設けています。教

育委員会まで、ご、連絡いただけれ

ば練習できます。

家庭婦人バレーポール

福祉センタ� -3階において練
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